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町
内
小
学
校
で
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

９
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
、
町
内
の
小
学

校
で
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
一
昔
前

と
は
異
な
り
、
規
模
の
縮
小
や
時
間
の
短
縮

が
さ
れ
て
い
る
中
、
各
学
校
が
そ
れ
ぞ
れ
工

夫
を
凝
ら
し
、
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
溢
れ
る
秋

の
恒
例
行
事
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
爽
や
か
な
秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
、
各

学
校
の
児
童
ら
は
、
練
習
の
成
果
を
精
一
杯

発
揮
し
よ
う
と
、
演
技
や
競
技
に
真
剣
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校

に
共
通
し
て
、
高
学
年
の
児
童
が
低
学
年
の

児
童
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
姿
が
見
ら
れ
、
団
結

や
思
い
や
り
が
感
じ
ら
れ
る
運
動
会
と
な
り

ま
し
た
。

小
型
車
両
系
建
設
機
械
特
別
教
育
講
習
会
お
よ
び
実
践
講
習
会

▲�実践講習会（掘削）

▲特別教育講習会（実技）

▲特別教育講習会（学科）

▲実践講習会（解体）

９
月
２
・
３
日
（
土
・
日
）、
16
日
（
土
）

の
３
日
間
、
小
型
車
両
系
建
設
機
械
の
特
別

教
育
講
習
会
が
、
月
夜
野
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
等
に
て
開
催
さ
れ
、
24
名
の
方
が
参

加
し
、小
型
車
両
系
建
設
機
械（
整
地
・
運
搬
・

積
込
み
用
お
よ
び
掘
削
用
３
ｔ
未
満
、
解
体

用
３
ｔ
未
満
）
運
転
の
労
働
安
全
衛
生
法
に

よ
る
特
別
教
育
修
了
証
を
取
得
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
10
月
６
日
（
金
）、
小
型
車
両
系

建
設
機
械
実
践
講
習
会
が
同
会
場
に
て
開
催

さ
れ
、
こ
の
講
習
会
に
は
９
月
に
特
別
教
育

を
修
了
し
た
方
が
参
加
し
、
よ
り
実
践
的
な

重
機
の
操
作
や
知
識
を
身
に
つ
け
る
た
め
の

操
作
練
習
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
講
習
会
は
公
益
財
団
法
人
Ｂ
＆

Ｇ
財
団
の
防
災
拠
点
整
備
事
業
に
よ
る
支
援

を
受
け
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
今
後
も
町
で

は
同
財
団
の
支
援
で
配
備
さ
れ
た
防
災
倉
庫

や
油
圧
シ
ョ
ベ
ル
、
ス
ラ
イ
ド
ダ
ン
プ
、
救

助
艇
、
給
水
タ
ン
ク
車
等
の
機
材
を
活
か
し
、

更
な
る
防
災
・
減
災
対
策
の
強
化
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

▲�エイサー（桃野小） ▲�むかで競争（古馬牧小）▲大玉転がし（桃野小） ▲応援（古馬牧小）

▲二人三脚（水上小） ▲玉入れ（新治小）

▲�徒競走（桃野小） ▲�綱引き（古馬牧小）▲南中ソーラン（桃野小） ▲リレー（古馬牧小）

▲台風の目（水上小） ▲棒引き（新治小）
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千
代
田
町
と
災
害
時
に
お
け
る
相
互
応
援
に
関
す
る
協
定
を
締
結

ふ
る
さ
と
み
な
か
み
い
た
だ
き
ま
す
給
食

番
場
正
夫
さ
ん
が
内
閣
府
エ
イ
ジ
レ
ス
章
を
受
章

恒
久
平
和
の
願
い
み
な
か
み
町
戦
没
者
追
悼
式

の
締
結
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
協
定
は
、

災
害
対
策
基
本
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
相
互

の
町
で
災
害
が
発
生
ま
た
は
発
生
の
恐
れ
が

あ
る
場
合
に
お
い
て
、
食
料
や
飲
料
水
、
生

活
必
需
品
等
の
支
援
や
救
助
・
救
援
活
動
に

必
要
な
職
員
の
派
遣
、
車
両
等
を
相
互
に
提

供
す
る
ほ
か
、
避
難
者
の
相
互
受
け
入
れ
な

ど
、
災
害
応
急
対
策
お
よ
び
復
旧
対
策
を
円

滑
に
遂
行
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で

す
。土

砂
災
害
や
河
川
の
氾
濫
等
、
自
然
災
害

の
リ
ス
ク
が
高
い
み
な
か
み
町
に
と
っ
て
今

回
の
協
定
は
、
非
常
に
心
強
く
有
意
義
な
も

の
と
な
り
ま
す
。

年
齢
に
と
ら
わ
れ
ず
、
自
ら
の
責
任
と
能

力
に
お
い
て
自
由
で
生
き
生
き
と
し
た
生
活

を
送
る
こ
と
を
実
践
し
て
い
る
高
齢
者
の
方

を
表
彰
す
る
「
エ
イ
ジ
レ
ス
章
」
を
番
場
正

夫
さ
ん
が
受
章
し
、
阿
部
町
長
か
ら
賞
状
お

よ
び
記
念
品
の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

番
場
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
り
介
護
予
防

活
動
や
児
童
の
登
下
校
の
見
守
り
活
動
、
ま

た
、
歌
人
・
若
山
牧
水
と
町
と
の
関
連
資
料

を
ま
と
め
た
冊
子
を
発
行
す
る
活
動
な
ど
、

世
代
や
分
野
を
超
え
た
地
域
貢
献
に
尽
力
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
組
織
づ
く
り
や

活
動
を
精
力
的
に
行
っ
て
い
る
こ
と
が
認
め

ら
れ
今
回
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

10
月
20
日
（
金
）、三
東
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー

ル
セ
リ
オ
月
夜
野
会
館
に
お
い
て
、
令
和
５

年
度
み
な
か
み
町
戦
没
者
追
悼
式
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

先
の
大
戦
に
お
い
て
町
で
は
、
お
よ
そ

９
０
０
柱
の
先
人
達
が
祖
国
の
平
和
と
発
展

を
願
い
な
が
ら
、
心
な
ら
ず
も
命
を
落
と
さ

れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
町
内
３
か
所
の
忠
霊

塔
よ
り
戦
没
者
の
御
霊
を
お
迎
え
し
、
遺
族

の
方
々
を
は
じ
め
約
１
０
０
名
の
参
列
者
が
、

戦
争
に
よ
り
亡
く
な
ら
れ
た
犠
牲
者
の
ご
冥

福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
悲
惨
な
史
実

が
繰
り
返
え
さ
れ
な
い
よ
う
「
恒
久
平
和
の

実
現
」
に
向
け
て
祈
り
を
捧
げ
ま
し
た
。

▲番場正夫さん（左）、阿部町長（右）

▲遺族による御霊迎え

▲阿部町長（左）、千代田町：高橋純一町長（右）

▲おいしそうに給食を食べる児童（新治小学校）

９
月
21
日
（
木
）、
み
な
か
み
町
産
の
食

材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
た
「
ふ
る
さ
と
み

な
か
み
い
た
だ
き
ま
す
給
食
」
が
町
内
小
中

学
校
と
こ
ど
も
園
で
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
メ
ニ
ュ
ー
で
は
、
み
な
か
み
町
の

名
産
品
ブ
ラ
ン
ド
「
み
な
か
み
珠
玉
」
に
選

出
さ
れ
て
い
る
食
材
を
使
用
し
た
ほ
か
、
き

の
こ
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会
で
最
高
賞

を
受
賞
し
た
川
端
希
歩
さ

ん
（
利
根
商
業
高
校
）
の

「
旨
味
た
っ
ぷ
り
き
の
こ

餃
子
の
香
味
ソ
ー
ス
」
が

給
食
用
に
ア
レ
ン
ジ
さ
れ

て
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

10
月
４
日（
水
）、群
馬
県
千
代
田
町
と「
災

害
時
に
お
け
る
相
互
応
援
に
関
す
る
協
定
」

▲提供された給食
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Ｎ
ｅ
ｗ
Ａｃ
ｏ
ｕ
ｓ
ｔ
ｉ
ｃ
Ｃ
ａ
ｍ
ｐ
２
０
２
３
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

藤
原
ぼ
ん
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

ア
ウ
ト
ド
ア
感
謝
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た

伊
賀
野
の
花
畑
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

９
月
16
日
（
土
）
か
ら
18
日
（
月
）、
水

上
高
原
リ
ゾ
ー
ト
２
０
０
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
に

て
、
Ｎ
ｅ
ｗ

Ａ
ｃ
ｏ
ｕ
ｓ
ｔ
ｉ
ｃ

Ｃ
ａ
ｍ

ｐ

２
０
２
３
（
ニ
ュ
ー
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ

ク
キ
ャ
ン
プ
２
０
２
３
）
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
今
回
で
14
年
目
を
迎

え
る
キ
ャ
ン
プ
イ
ベ
ン
ト
で
、
様
々
な
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
や
フ
ー
ド
ブ
ー
ス
の
出
店
の
ほ

か
、
多
く
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
出
演
す
る
な

ど
、
大
盛
況
の
３
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
夜
に
は
会
場
が
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ

れ
、
幻
想
的
な
空
間
と
な
り
、
山
と
キ
ャ
ン

プ
と
音
楽
に
あ
ふ
れ
た
特
別
な
時
間
と
な
り

ま
し
た
。

９
月
30
日
（
土
）、
奥
利
根
民
俗
集
古
館

に
お
い
て
、
藤
原
ぼ
ん
展
覧
会
開
会
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
藤
原
盆
と
は
、
藤
原
を
産
地

と
し
た
民
芸
品
の
盆
で
あ
り
、
円
形
や
半
月

形
、
扇
形
の
ほ
か
、
う
ど
ん
や
そ
ば
を
作
る

こ
ね
鉢
な
ど
様
々
な
種
類
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
江
戸
時
代
か
ら
作
ら
れ
て
き
た

藤
原
盆
も
生
活
様
式
の
変
化
に
伴
い
需
要
が

減
り
、
そ
の
伝
統
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

今
回
の
藤
原
ぼ
ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
契
機

に
、
地
元
の
森
林
資
源
を
活
用
し
、
生
活

文
化
の
再
発
見
を
す
る
と
共
に
、「
藤
原
盆
」

と
い
う
コ
ン
テ
ン
ツ
を
通
じ
て
地
域
の
活
性

化
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

９
月
29
日
（
金
）
か
ら
10
月
１
日
（
日
）、

道
の
駅
水
紀
行
館
に
て
「
み
な
か
み
ユ
ネ
ス

コ
エ
コ
パ
ー
ク
ア
ウ
ト
ド
ア
感
謝
祭
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
み
な

か
み
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
と
い
う
環
境
を

活
か
し
た
「
ア
ソ
ビ
」
の
提
供
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
行
わ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

３
日
間
で
様
々
な
ア
ウ
ト
ド
ア
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
の
無
料
体
験
の
ほ
か
、
親
子
川
遊
び

教
室
や
清
掃
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
・
カ
ヌ
ー
ツ

ア
ー
な
ど
、
自
然
を
守
り
、
活
か
し
、
広
め

る
催
し
が
数
多
く
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
イ

ベ
ン
ト
が
継
続
さ
れ
る
こ
と
で
、
み
な
か
み

町
の
更
な
る
魅
力
向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

10
月
８
日
（
日
）、
約
６
千
株
の
ほ
う
き

草
（
コ
キ
ア
）
が
見
頃
を
迎
え
、
伊
賀
野
の

花
畑
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
で

は
音
楽
ラ
イ
ブ
や
飲
食
店
の
出
店
が
行
わ
れ
、

多
く
の
方
々
が
訪
れ
ま
し
た
。
訪
れ
た
方
々

は
、
心
地
よ
い
サ
ッ
ク
ス
の
音
色
が
響
く
畑

内
を
散
策
し
、
こ
ど
も
達
は
ブ
ラ
ン
コ
や

シ
ー
ソ
ー
な
ど
の
手
作
り
遊
具
で
遊
ぶ
な
ど
、

こ
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
里
山
の
自
然
を
満
喫

で
き
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

８
千
平
方
メ
ー
ト
ル
も
の
広
さ
が
あ
る
伊

賀
野
の
花
畑
は
、
10
年
以
上
前
か
ら
地
域
住

民
の
方
々
が
整
備
し
て
お
り
、
訪
れ
る
人
を

楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

▲アウトドア感謝祭会場と無料体験ツアーの様子

▲見頃を迎えた花畑と楽しむ来場者

▲来場者で賑わう会場

▲展覧会の開催を記念する集合写真
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み
な
か
み
町
で
酒
米
生
産
を
開
始

み
な
か
み
町
の
水
稲
生
産
者
４
名
が
、

水
田
活
用
の
新
た
な
手
段
と
し
て
酒
米
の

生
産
を
試
み
て
い
ま
す
。
羽
場
・
入
須
川
・

下
津
の
水
田
耕
作
地
１
３
２
ア
ー
ル
を
活

用
し
て
日
本
酒
の
原
料
と
な
る
「
五
百
万

石
」
と
い
う
酒
米
を
栽
培
し
、
９
月
中
旬

ま
で
に
約
５
千
キ
ロ
を
収
穫
し
ま
し
た
。

生
産
者
ら
は
実
績
の
な
い
酒
米
栽
培
を

成
功
さ
せ
る
た
め
に
、
県
普
及
指
導
課
や

永
井
酒
造
の
育
成
状
況
確
認
や
講
習
会
を

受
け
、
試
験
的
な
酒
米
栽
培
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

今
年
収
穫
さ
れ
た
酒
米
は
、
永
井
酒
造

（
株
）
の
酒
蔵
に
お
い
て
年
末
頃
に
醸
造

さ
れ
る
予
定
で
す
。
町
内
産
酒
米
を
元
に

し
た
初
の
試
み
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
単

独
で
の
仕
込
み
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

地
酒
「
谷
川
岳
」
に
一
部
使
用
さ
れ
ま
す
。

将
来
的
に
地
域
の
飲
食
店
や
宿
泊
施
設
に

地
産
地
消
の
地
酒
「
谷
川
岳
」
の
提
供
が

で
き
る
よ
う
に
、
良
質
な
酒
米
の
出
荷
量

を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

▲稲刈りの様子 ▲ほ場（羽場）での栽培現地講習会

第55号

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
だ
よ
り

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
事
務
局（
企
画
課
）
☎
０
２
７
８（
６
２
）２
２
８
０

約
８
年
前
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
新
治

支
部
で
は
、
花
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
推
進

の
一
環
と
し
て
各
地
区
へ
花
桃
の
苗
木
を

配
布
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

吹
路
区
に
は
こ
れ
ま
で
地
元
の
人
が
育

て
て
き
た
大
き
な
花
桃
の
木
が
所
々
に
あ

り
ま
し
た
。
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
事
業

を
取
り
入
れ
、
引
き
続
き
花
桃
を
育
て
て

は
ど
う
か
と
地
区
総
会
に
提
案
し
、
花
の

ま
ち
づ
く
り
事
業
の
取
り
組
み
に
賛
同
い

た
だ
き
、
苗
木
１
０
０
本
の
要
望
書
を
提

出
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
吹
路
区
民
で
苗
木
の
植
栽
場

所
な
ど
に
つ
い
て
議
論
を
重
ね
、
以
下
の

方
針
を
立
て
ま
し
た
。

・
自
然
環
境
を
活
か
し
た
「
吹
路
花
桃
の

里
」
と
し
て
観
光
名
所
に
す
る
。

・
国
道
17
号
沿
い
の
吹
路
区
入
口
に
案
内

看
板
を
設
置
す
る
。

・
花
桃
の
維
持
管
理
を
す
る
。

・
住
み
よ
い
活
力
あ
る
地
域
と
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
充
実
強
化
の
先
駆
け
に
す
る
。

・
苗
木
は
各
戸
に
２
本
ず
つ
配
布
し
家
の

周
り
に
植
栽
す
る
。

・
残
り
の
苗
木
は
桑
畑
な
ど
の
空
き
地
を

借
り
て
区
民
で
協
力
し
植
栽
す
る
。

現
在
、
植
栽
し
た
１
０
０
本
の
苗
木
は

新
治
支
部（
吹
路
区
）の
活
動

▲吹路区の花桃

順
調
に
育
ち
、
満
開
時
に
は
ス
イ
セ
ン
や

菜
の
花
も
一
緒
に
咲
き
誇
り
、
地
元
住
民

は
も
ち
ろ
ん
ド
ラ
イ
バ
ー
や
観
光
客
の
目

を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
区
民
で
力
を
合
わ
せ
草
刈

り
や
枝
の
剪
定
を
行
い
、持
続
可
能
な「
花

桃
の
里
」
に
す
る
こ
と
が
区
民
の
願
い
で

す
。
見
頃
は
４
月
下
旬
か
ら
５
月
中
旬
で

す
。
町
民
の
皆
さ
ん
に
も
ぜ
ひ
鑑
賞
に
お

い
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
新
治
支
部

吹
路
区

酒米「五百万石」
の特徴

・�標高350～600ｍの中
山間地帯に適する。
・�玄米は大粒で、千粒
重は大きいが、胴割米
が発生しやすい。
・�コシヒカリと比べ、早
期成熟となる。

※
酒
米
の
作
付
拡
大
を
図
る
た
め
、

令
和
６
年
度
の
作
付
希
望
を
11
月
末

ま
で
受
付
け
て
い
ま
す
。
ご
興
味
が

あ
る
場
合
は
、
農
林
課
農
政
係
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎︎
０
２
７
８（
２
５
）５
０
１
５

▲稲刈りの様子

酒米「五百万石」
の特徴

・�標高350～600ｍの中
山間地帯に適する。
・�玄米は大粒で、千粒
重は大きいが、胴割米
が発生しやすい。
・�コシヒカリと比べ、早
期成熟となる。
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地域の話題
TOPIX

地域おこし協力隊の活動

　MINAKAMI TOWN.EXEの大塚真希です！任期3
年目ということで、協力隊員としてのラストスパー
トに入りました。
　ようやく町内でもイベント等が行われ、町に
少しずつ活気が出てきたように感じるこの頃。
MINAKAMI TOWN.EXEも8月に約4年ぶりとなる
町内でのプロゲーム開催を行うことが出来ました！
担当しているアカデミー・チアスクールの生徒のパ
フォーマンスも披露することができ、心から「嬉し
い」という気持ちに。9月に開催された高崎市での
ホームゲームでは、たくさん
の観客の前で踊ることができ、
さらに生涯学習フェスティバ
ルでもステージ上で出演をさ
せていただきました。イベン
トを重ねるごとに子どもたち
の成長を感じさせられるとて
も貴重な時間でした。
　我が子も2歳になり、イベ
ントに参加したりすることを

少しずつ楽しめる年齢になって来ました。たくさん
のイベントが各所で開催され、町が盛り上がること
が楽しみです！仕事が休みの日は、子どもとイベン
トに行ったり、自然の中で遊んだり、キャンプをし
たりとみなかみを満喫して過ごしています！
　チームも世界戦への出場が決まり、チームテーマ
である「みなかみから世界へ」を体現できる日がよ
うやく巡ってきました。町の皆さまに後押しされ、
ようやく掴んだ自力での世界戦出場。選手だけでな
く、スタッフ陣もサポート体制を強化して試合に臨
んでいきます！これからも皆さまの熱いご声援をよ
ろしくお願いします。

一般社団法人みなかみ町体験旅行所属の山中久美で
す。季節は一巡りして2年目を迎えています。
　春から段々と川の流れの音量が変わり、雪が降る
土地でも夏は暑く、空が暗くなり風が強く吹き始め
ると雨が降り、雷の光と音の演出が、、、色んな感覚
で季節の変化を体感しています。ようやく秋の気配
がしてきて、仕事も2シーズン目を折り返しました。
　私が所属するみなかみ町体験旅行は、主に学校の
教育旅行の企画手配、地域と来訪者を繋ぐ事業を
しています。アウトドアアク
ティビティ・工芸・農業・チー
ムビルディングなど、多くの
地域の方々からの協力により
プログラムを提供しています。
単に体験する、とういことだ
けでなく、体験を通して、み
なかみの人と触れ合い、いろ
んなことを感じてもらうこと
を大事にしています。

　主に担当している里山生活体験や農業体験も、受
け入れ先を紹介してもらったり、困った時に相談に
乗ってくれたり、いろんな方のご協力にいつも感謝
しています。今年はインバウンドも戻り始めてきて
いて、訪日学生団体のホームステイやJICA研修な
どの受入れもしています。食や生活文化が違うなか、
ホストの方には色々試行錯誤していただき、言葉は
通じなくても心で通じ合えている姿も見ることがで
きました。
　みなかみ町というフィールドで、みなかみ町の
人々との時間が、来訪者の記憶や心に残ってくれた
らと思います。

大塚真希さん

山中久美さん

 NPO法人水上自然遊楽所属

 一般財団法人みなかみ町体験旅行所属

▲3年ぶりの町内プロゲーム開催

▲�JICA研修受入れの様子

▲�休日は自然の中で遊んでいます

▲�農作業体験受入れの様子


